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柳川　高行
柳川：平山先生には私は本当にお世話になりっぱなしで、クローズアップ
　　現代とかプロジェクトXだけじゃなくて、それ以外でもいろいろお
　　世話になって．．．。特に平山先生の新しい組織に移られた時の対人
　　関係の距離の取り方とか、組織との距離の取り方とか大変いろいろ
　　学ばせて頂いているんですけれども、先生ご自身の経歴の中で一番
　　輝かしいのはこのお借りした本の一番最初に出ていますボーン上田
　　賞というのをお取りになっているわけですよね。そのことについて
　　私が一番知りたいのは、単独会見が可能になったときに平山先生だ
　　けがそれができたという時の最も大きな理由と言いますか、それは
　　先生ご自身はどういうふうに自己分析をされていらっしゃいますか？
平山：え一、先方の都合だと思うんですね。つまり90年の8月2日にクウェー
　　　トに侵攻してアメリカが軍事行動を始めるのが91年の1月17日です
　　から、5ヶ月間があるんですね。9、10、11、12、1．．．5ヶ月半
　　ですか、その間サダム・フセインが一番柱にしていたのはパレスチ
　　ナ人リンケージでやっているようにですね、クウェートから安保理
　　決議がイラク軍の撤退を要求しているんだったら、イスラエルにつ
　　いてもその占領地から撤退決議が67年、20年も前に出ている、そっ
　　ちの方が先じゃないかと。だからそちらを先に実行しろとか、ある
　　いはなんだったら同じテーブルで討議しようとかですね。それは1
　　つにはアラブの親米陣営、例えばエジプトとかですね、サウジアラ
　　ビアそれからシリアさえもアメリカに協力したわけですから、その
　　時はその足並みを乱そうとするかく乱戦術もあったわけなんですけ
　　れども。あるいはクウェートから撤退を余儀なくされた場合にも、
　　イスラエル軍を部隊にタイアップさせればそれはそれでナセル・サ
　　ダトと同じようなことをやったと、アラブの英雄になれると、そう
　　いう魂胆もあったわけですよね。その中で同時にイラクは人質もとっ
　　てですね、駐在員とか大使館員なんかも含めてその人質の部分的な
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釈放というのを手駒に使いながら、ヨーロッパ、日本、そういった
アメリカの通常同盟しているその勢力に対しては切り崩し工作であ
ると。それで日本で中曽根さんが行っているし、イギリスのヒース
からドイツのグラントとかいった大体元首脳レベルの連中が月1ぐ
らいの割合で呼び込まれちゃ、その人質をちょっと返してくれてそ
こで彼の所信に相槌を打つようにそれをやるにあたって彼らのそれ
ぞれの国、あるいは世界に向けての情報の発信、まあイラクの宣伝
をPRしたいわけですね。私の場合は後から振り返ってみると、中
曽根さんを呼ぶという話が秘密裏に進んでいた時期でしょう、中曽
根さんが行く3週間ぐらい前ですよ、私が会ったのは10月の20日で
ね。そうするとイギリスの場合、ドイッの場合もそれぞれ相応に見
合った後方の地ならしをやるわけで、1ヶ国に必ずああいう時期で
すから世界中のネットワークに流れるわけで、NHKだけ日本だけ
がやったわけではなしに、フランスもやっているし、イギリスもやっ
ているし、そうですね、問を置いて一月に一人ぐらいずつ会ってい
るわけですね。日本の場合には中曽根会談という彼らの大目論見が
あって、その政治面での地ならしという意図は当然あったと思うん
ですよね。その場合に、1つの新聞とだけインタビューをするとい
うのは他の紙、例えば朝日と単独インタビューをしたら毎日、読売
が皆無視しますからね。そうすると、国営あるいはその国の基幹テ
レビを狙い撃ちにするというのは当然必ず新聞も引用しますから、
だからそういう場所にいたということですねよ。
柳川：そうするとですね先生、NHKというメディアの中でフラッグ・キャ
　　　リアというのがありますけれども、フラッグ・メディアみたいなそ
　　　ういうところに先生がおられた、ある意味で所属組織体の特質とい
　　　うことが1っあって．．．。
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平山：ピュア・ラックですね。それプラス、もし私が幸運を掴めたという
　　のは当時の在日イラク大使の、これも書いたものがありますんでF
　　AXで送りますよ。それと親しかったんですよ。その親しくなった
　　経緯がイランーイラク戦争がその前にあってイランーイラク戦争で
　　私は、だいたいイラン側担当でイラクはカイロ駐在の私の後輩の連
　　中が同じアラブ圏ですから行って、東京から出て行くチームはイラ
　　　ンを取材しています。それでかなり私は頻繁にテレビなんかに登場
　　　して、あれはイランが侵略を受けたわけですからね、その立場を説
　　明していたわけですね。サダム・フセインの侵略戦争だったわけで
　　すから。そういうのをイラク大使が見ていてかねがね私に文句を言
　　おうと思っていたわけです。そういう機会がサウジアラビアのナショ
　　ナル・デーでホテルオークラだったか、ホテルニューオータニかパー
　　ティーの会場で私に近づいてきてテレビで顔を知っていたわけで、
　　それで「君はけしからん、なんでイランの肩ばかり持つんだ！」
　　　r分業でやっているんで、ちゃんとおたくの方はカイロから行って
　　カバーしているんで、私がそれにイラクに行ったことが無いし」と
　　言ったらrイラクに是非来てくれ、私がアレンジするから」と86年
　　ですからイランーイラク戦争が80年から88年まで8年間続いた、そ
　　れがもう終わりに近づいていたわけですね。86年に当時磯村さんが
　　月1くらいのドキュメンタリーのコラムを持っていた、それの担当
　　プロデューサーが私と割合親しくて、磯村さんは私と3年違いの先
　　輩ですし、私をカイロに発令したのも磯村さんです。それで何か面
　　白そうなネタ切れで、r面白そうな話ないか？イラクからお出でが
　　掛かっているから行かないか」とそれの了承を受けてその時初めて
　　行ったんですよ。磯村さんをお神輿にしてね。行って帰ってきてイ
　　ラク政府に呼ばれたくらいで、尻尾振ってなるものかというんで、
　　若干辛口の報道番組を出したんですね。そうしたらまたアルリファ
　　ィが「せっかく招待したのに何だあれは！」と言うんです。それは
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水掛け論でこちらはこちらの自主編成権があるんで、こちらも全然
負けずに頑張ってそうしたら、それからその翌年88年にまたイラク
とイランの両方に行ってイランーイラク戦争が終わって翌年89年に
立て続けに2回お呼びが掛かって丸抱え招待ですよ、行くたびに。
もう解説員になっていましたからNHKスペシャルみたいな長番組
はできないんですけれども、自分の解説番組の枠内で自分でビデオ
カメラ持って行ってミニドキュメンタリーをその都度作って、いず
れも辛口でやっていたんですけれども、その都度彼は文句を言うん
ですけれども、事実は曲げないというんで割合親しくなっちゃった
んですよ。
柳川：分かります、ハイ。
平山：メシにこっちが呼ぶこともあったし、向こうの自宅にまで呼んでく
　　れたり、そういう親交の関係があって。湾岸危機が始まるとテレ朝
　　　の田原総一郎の番組にゲストとして迎えられて、田原総一郎に苛め
　　　られて歯をくいしばりながら民放のスタジオで耐えている姿を見て
　　　いたわけですけれども。そんな中でも付き合い続けていたわけです
　　　よね。当然イラクに取材に行かなきゃならないわけですから、それ
　　　で9月に取材に行ってそこでサダム・フセインに会わせるためにど
　　　この社ももちろん紙は出しますよね、だけどそれは9月にはできな
　　　いで帰って来て通常のスタジオのコメントあたりをやっていたら、
　　　ある朝突然その大使からアルリファイと言いますけれど、私の自宅
　　　に電話が掛かってきてr大統領OKだ」とrどうする？」と、rただ
　　　しプライムタイムでノーカットだ、明日大使館に来い。すぐにビザ
　　　を出す。」と。彼がそこで私に声を掛けてくれたというのは、その
　　　交友の積み上げがあったわけですね。それで私が大使の部屋に行っ
　　　てそういう条件で詰め合わせをして、その場でやはり組織ですから、
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報道局長は当時山掛という私よりも2期ばかり後輩の経済部出身の
放送局長がいたわけです。そいつに電話して「こういう話はどうだ？」
と、そうしたら乗るというんですね。「土壇場になって現場まで行っ
て流れてもお轡め無しよ」と言ったらOKだと、GOだと。それで行っ
たんですよ。
柳川：先生、今の話を伺っているとNHKがあって先生ご自身でミニNスペ
　　みたいな番組を持っておられて、そこである種のコメントをされて
　　いたわけですよね。それが向こうに決して気に入られるコメントで
　　はなかったけれど、先生自身のある種の一貫性というか、公平さと
　　いうか、それはすごく向こうが評価してくれてこの人だったら会っ
　　てもそんな変なことは書かない、多少辛口で書かれても非常にフェ
　　アな報道をしてくれる人だというふうな関係が築けたと考えて宜し
　　いですよね。
平山：特にそこでのキーポイントになったのはパレスチナ問題ですよ。パ
　　　レスチナ問題に私が深入りしてたし、アラファトに全部で10回くら
　　い会ってますからね。アラファトが来る度に単独インタビューを私
　　がやってたし、そういう辺りでサダム・フセインには辛口でもパレ
　　スチナ構図、パレスチナの問題というのはアラブから受け入れられ
　　るかというか、アラブの主張側に非があるというのをずっと通して
　　きましたから。それでサダム・フセインの友好人種というわけでは
　　決してないけれども、アラブの立場が分かっている人となると、単
　　なるセンセーショナリズムではなくて、公正に扱ってくれるだろう
　　　という期待はあったでしょう。
柳川：先生ご自身いろいろなところに駐在されていますよね。その時にい
　　ろいろな国ごとに民族ごとにある種の苦しみとか憎しみとか、本音
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と建前とがいろいろあって脇から見ると分からないことがいっぱい
ありますよね。ところがその時にその人たちの人種の心のヒダに入
り込みながら、かつジャーナリストとしてのある種の距離を取らな
ければいけませんよね。そこのところは、先生ご自身はどういうふ
うな感じでスタンスを取っておられるんですか。そういうかたちで
アラブの立場はうんと分かるんだけれども、アラブ人とはまたちょっ
と離れた報道人、日本の報道人という立場がございますね。そこの
ところの距離の取り方というのはどんなふうにされたんですか。意
識的に心がけたというのか．．．。
平山：意識的に心がけて距離を取ろうとはしています。事実アラブ・イス
　　　ラム世界というのはうんざりさせられることが多いんですよね。う
　　　んざりしながら見てますよというスタンスはにじませてやっていか
　　ないとクレディトビリティはなくなるし、あまりに自分自身を偽っ
　　て演出をしたというのはないんですよ。自然体で動いているとやは
　　　り皮肉も出てくるし、ベッタリだというふうにはならないような職
　　業的な慣れみたいなのはありますよね、距離の取り方にはね。ベッ
　　タリくっ付き過ぎたら信葱性はなくなりますからね。
柳川：　かと言ってあまりクール過ぎてもいけませんしね。相手の気持
　　　ちが分かりませんし。そこのところはやはり長いことあちこち動い
　　　ておられて現場で少しずつ身に着いてきたと考えて宜しいんですか？
平山：そうだと思いますね。それから例えばイラン革命直後の対米関係が
　　非常に険悪であった時なんか、検閲するわけですね、厳しく。街の
　　インタビューなんかでいったい何を喋っているのか端から端まで聞
　　　くわけですから、そのインタビューする時には、情報省の係官が立
　　　ち会います。イラクの場合ももちろんそうですけれども。情報省の
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係官が立ち会った中での外国人記者とのインタビューというのは、
自ずから話す対象の人が後難を恐れて自主規制しますね。それはやっ
ぱり言外での言いたい気持ちというのを読み取ってそれは彼の言葉
でインタビューされる相手の気持ちで表現されない部分は自分のコ
メントで後で補って言うとか、日本に帰ってからの作業として、そ
ういうかたちで補っていったんですね。ただ、これは本筋の話では
ないんですけれども、イランとイラクの戦争のときに我々は中立の
国で報道機関ですから、敵とか味方とかって言うことは使うのは不
適当なんですが、前線に行ってイラク軍はどこにいるかと聞かなきゃ
いけないんですけれども、rドシャマンコジャストオーティゼエ
ネミー」、それがずっと何気無しにイランの映像検閲官のところに
行ってですね、彼は感動しちゃったんです。それは怪我の巧妙とい
うか、本当は私はそういう言葉を使うべきではなくて「イラキー
コジャスト」と言わなきゃならないところを、「「ドシャマントエ
ネミー」と言った。「あいつらをエネミーと言ってくれた」そんな
ような検閲官もやはり人間ですから感情もあるし、分からず屋のド
官僚もいればそれから割合融通が利いたり、その行間を読み取らせ
てくれるように、むしろ反体制分子だと思わせるようなコメントを
してくれるような検閲官とか情報省の役員なんかもいたくらいでね。
それは大勢の連中の間を潜って行くわけですから、その辺りでどの
辺で本音で言っているのか、ド官領のただのステレオタイプのよう
な役人かをこう見分けながらね。
柳川：そうすると先生さっきのお話ですけれども、本当は自主規制して言
　　いたいことがいっぱいあっても言えない、それを先生が自分の言葉
　　で補って相手が本当に言いたいことを言ってあげるとか、ある意味
　　で今のお話でエネミーのお話ですけれども、向こうの立場の感情に
　　入り込んでそこでこう心にフィットするような言葉を選ぶというよ
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うなところである種の言葉に対する感受性みたいなのが非常に必要
な気がするんですか。
平山：私は動乱地帯ですから、動乱地帯の取材をするときの最大の心がけ
　　　というのは生きて帰ってくることですから、鉄砲持っている人には
　　誰でもニコニコするというのは鉄則ですよね。彼らが銃を持ってい
　　　る大義にはかなり疑わしいものもあって、敵側の方が正しいと心の
　　　中で思っていてもそれは言えないですよね。やはりそこで接触して
　　　いる限りは、一番身辺に近いところで武器を持っているやつらは皆
　　味方のような顔をしてニコニコ行かなきゃならない。しかしそのま
　　　まニコニコは番組になって出てきたんじゃどうしようもないんであっ
　　て、それはもうちょっとペテン師みたいなところがあって．．．（笑）。
柳川：いいえ、そうではなくて、それはやっぱり役割とか状況によって使
　　　い分けていくわけですよ。
平山：それから湾岸戦争の前後に若い記者なんかに言ったり、新聞・雑誌
　　社のインタビューを受けるようなことがあって何かモットー、スロー
　　ガンはないかと言ったら私は2つあげていたんですね。それは現場
　　主義とそれから歴史主義。
柳川：歴史主義．．．。
平山：歴史というのは10年前からなんて言うんじゃだめだと。やっぱり19
　　世紀とかその辺り、オスマンニトルコ時代とかその辺りからさかの
　　ぼって、こう勉強しろということが1点、それから現場主義という
　　　のは文字通り共同声明だとか何かが出た場合には、通信社が要約し
　　てきたもので見たんではダメであって、急場はそれで凌がなければ
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ならないけど、後で考えるときにはやっぱりフルテキストを見ろと。
それも現場主義の一種ですよね。
柳川：分かります、ハイ。
平山：まあ、それが1つモットーといえばモットーです。
柳川：私たちの学者の世界でも若いときにトレーニングを受けた時に孫引
　　きとか、急場はそれで凌げるけれども、翻訳もそうですけれども、
　　オリジナルドキュメントに当たれというかたちで随分鍛えられるん
　　ですね。それからも1つ私がインタビューしていてよく気づくんで
　　すけれど、企業の方とか経営者の方とか、その時だけの話はやっぱ
　　　りダメですね。ずっとその創業の時からとか、小さい時から何をやっ
　　てきたのかとか、ずっと聞いてこないと今の姿というのはなかなか
　　分からないんですよ、ですから先生の言う歴史主義、現場主義は。
　　それからもう1つ先生のお話を伺って僕がすごく感じるんですけれ
　　　ど、記者さんには2通りのタイプがあると思うんですね。特ダネを
　　狙って取るというか、すごく色んなことをやって色んな根回しをし
　　てうんと動く方、先生の略歴というのを拝見していますと、わりと
　　周りが自然に君、コロンビア大学に留学しないかとか、こんなのやっ
　　てみないかとか、先生個人で手を挙げたのもありますけれど、周り
　　が先生を押し出していくような感じがしますよね。このボーン上田
　　賞の時でも向こうから声が掛かってというような感じですよね。
平山：1つはね、歴史が新しいメディアというか、NHKで放送記者を定
　　期的に採用し出したのが昭和25年以降なんですよ。21年からと言わ
　　れているんですけれども、レッドパージで途中中断してたりして．．．
　　そうすると私の上に乗っかっている同業の先輩というのは割合に層
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が薄いというか、彼らはすでに30才ぐらいでもって人を動かし予算
を取ってくる立場にいた、そういう中のその世代の視野に固有名詞
を覚えられるぐらいのところにいて、しかも20世紀の後半、1／4世
紀というのは地域紛争の時代と言ってもいいくらいにあって、その
場所にいつもいられてそれで私をいつも動かしたのは磯村さんとか
島さんとか会社にいた人も含めて年はいくらも違わない、3つ4つ
から10は離れていない実力者たちがいて、その実力者たちは青天井
でもってどんどんテレビの興隆とともに上がって行った連中ですか
ら、その目に止まる辺りの世代としていたというのは、これも非常
にラッキーだと思いますね。
柳川：でも先生、さっきもピュア・ラックというお話をおっしゃいました
　　　けれど、ちょっとその話を広げますと、同じように顔の見える関係
　　であっても引き上げたいと思わせる人と、そうではない人と当然分
　　かれてくるわけですよね。NHKの中でも皆が先生と同じようにチャ
　　　ンスを次々ともらっていったわけではないですよね？
平山：あのね1つね、私のマイナス点がラックを呼んだというところもあっ
　　て．．．というのは、私が行政が無能ですから行政能力がある奴って
　　言うのは、そういうポストに近いわけですね。そうするとそこで手
　　腕を発揮すると、要するにああいう官僚機構ですから地方の局課の、
　　例えば大阪の局長だとか、それから同じ特派員でもワシントンとか
　　　ロンドンとかパリとかそういう主要支局とかいった、これマネジメ
　　　ント・オンリーですけれども、私はマネジメントがあまり得意では
　　　ないし、自分でちょっと逃げていたところもあって、社内の同期の
　　やつより出世が遅れた時期も随分あるんですけれども。それで何と
　　　か人があまり行きたがらない動乱立地に喜んで出て行くというふう
　　　な固定観念が私の運命を動かすような世代の連中の中にできていて、
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それはラッキーだったと思うんです。だから同期の飲み会なんかあ
ると、特にこの湾岸戦争直後なんかrお前ずるい一」とかね、随分
言われて、「俺だって好きでこのマネジメントやってんじゃないの
にさ」、遂に現役で卒業まで支局長とか言うのはやってますし、外
信部の部長なんかはやってるんですけれども、マネジメント・オン
リーというのはやらないで済んじゃったわけです。
柳川：先生はサイゴン支局長というのをやってますけれども、あれもプレ
　　イング・マネジャーですよね、実質は。実際自分が動かないといけ
　　なくてデスクワークだけではなくて、先生の略歴を拝見しますと、
　　　とにかく転勤に次ぐ転勤という感じで、現場、現場、現場ですよね。
　　そのさっき先生がいみじくもおっしゃいましたけど、先生はいつも
　　その動乱というか、紛争の起こっているようなところに、最前線に
　　行ってそれを肌で感じて、その全く相異なる歴史を持った人たちが
　　ぶつかり合っているわけですよね。そういうところにいつも身を置
　　　いて、それを観察してそれを報道する立場にずっとおられていて、
　　そういう経験がずっとあって最後のボーン上田賞のところにですね、
　　最後と言ったら失礼ですけれども、要するに最高峰と言いますか、
　　そこまで上がって行ったというふうに考えて、そんなに大きな間違
　　　いはないと思って宜しいんでしょうか？
平山：そういう意味じゃ、その職場が非常に自分に向いていたというか、
　　　ラッキーだったと思いますね。現場に行くのはやはり時問と予算が
　　必要ですからね、その時間も予算もNHKは提供してくれていたわ
　　けですから。それから解説の方は私は多少内部的に変革も試みたと
　　いうか、二次情報でもって大人しい理屈を言っているのはジャーナ
　　　リズムじゃないとか言ってて、解説員のおじさんたちを外から現役
　　の記者だったときにバカにしていたら、いきなり解説に来いという
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ことになったんで、r解説に行っても現場行きは続けますよ」と委
員長に了解を取り付けて解説員でありながら、タンカーに乗ってペ
ルシャ湾に行ったり、そういうことをやらせてくれたのは、その先
輩の度量ですよね。
柳川：そうするとまたNHKはある程度の包容力を持った組織だったと思っ
　　ても宜しいわけですよね。
平山：そう思いますよ、今でもそう思います。
柳川：それは先生にとって非常に働きやすい職場だったんですね？
平山：そうであったですね。
柳川：私の世界でも実はインタビューをしたりするときに偉くなってくる
　　　と下請けを使うんですよ。下請けに取材に行かせてこれとこれとこ
　　れを聞いて来い、こっちはまとめるだけ。僕は自分の先輩とか、友
　　人からすごく教えられたことがあって、それはやっちゃいけない。
　　君はどんなことがあってもどんなに忙しくても自分でテープレコー
　　ダー抱えていって、直接行って聞いて来るんだよ。それをやんなかっ
　　たら、本当のインタビューとか実地調査にならないんだよというよ
　　　うなことを若い時に叩き込まれたんですね。それはすごく今でも感
　　謝している言葉なんですよ。やっぱり偉くなってしまうと、誰かが
　　集めてきたものをやりたくなるんですよね。先生のお話を伺ってい
　　ると行動する解説員と言うんですか、そういうことをされています
　　よね。
平山：それともう1つ、このことに付して申し上げたいのは、何かを書い
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たときにはその出典は何かということをアカデミシャンやみんなに
厳しく言われるんですけれども、現場で見て、その渦中の人物に話
を聞くとか、あるいは引用するものも例えばテレビニュースだとか、
それから現場の新聞とか、立派な文献になるはずなんですよね。と
ころが何となく装丁された本の二百何十何ページ何行．．．というよ
うなかたちじゃないと、なかなか認めてくれないとなる。随分おか
しな話だと思うんですね。
柳川：おかしいと思いますよ、私も。
平山：私の同僚で共同通信で政治部長なんかやったのが、東北のどっかの
　　大学に行ってましたけれども、「自分自身の見聞とかは引用文献と
　　　して認めたがらないんだよ、連中は」というようなことを言ってい
　　ましたよ。
柳川：僕はそうじゃないと思うんですよ。京都大学の伝統というのは自分
　　が見たものが一級なんですよ。誰かが書いたものを引用するのは2
　　級なんですよ。
平山：しかもね、誰かが書いたやつっていうのは、若いジャーナリストだっ
　　たりするわけですよ。しかもそれが翻訳されるのに時間が懸かって
　　10年も前のデータを使ったりしているわけでしょう。
柳川：だからやっぱりフィールドワークを自分で行って自分で見て聞いた
　　　りしたことは僕はやっぱり1級の資料だと思いますよ。ですから自
　　分もそれを心がけているつもりなんですけれども。ただ、どこの大
　　学でも経営学の先生も他の先生もフィールドワークはあまりされて
　　いませんよね。やはり一段低いと思っておられるのかもしれません
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ね、実際にインタビューに行ったり聞いたりすることを。僕はそう
ではないと思うんですよ、実際に苦労されている経営者の方にお話
を聞くとか、工場に行って見てくるとかすごく大事だと思うんです
けれどもね。それから先生、最初の頃1人でカメラを持って録音機
を担いで行って、放送人ということを書いてありますけれども．．．。
平山：阿部真之助さんが会長の時に口走ったものに私は共鳴することがあっ
　　て．．．。
柳川：1人で色々なことを全部やるというようことの大切さですよね。先
　　生がさっきおっしゃったように組織がすごくカチッとしてくるとあ
　　る部分しか知らないという部分人ですよね、そういった人たちの集
　　合体になっていきますよね。私は学生と色々やっているときに例え
　　ばプロゴルファーの小林浩美さんなんかがアメリカに行ったときに
　　ゴルフだけするために通訳から世話人から最初置いていたんですけ
　　れども全部自分でやるようになって、要するに切符の手配からホテ
　　ルの手配からやるようになったんだと．．．。なぜそういうことをや
　　るのか考えて御覧なさいというような話を一度学生に読ませたこと
　　があるんですけれども。やっぱりトータルで色々なことが分かると
　　いうのと、全部1人でできるワンマンでできる、全部誰かがいない
　　とできないのとではやっぱり違うと思うんですね。だから自分が後
　　になって大きくなって、所謂成長して偉くなって誰かに協力を頼む
　　ようになっても、それが全部自分がやった経験のある人は、違うよ
　　　うな気がするんですけれども、先生いかがですか？
平山：そう思います。ただね、それでうるさがられるようなこともありま
　　すよね。例えばプロのカメラマンで同年輩か、いくらも年の離れて
　　いない後輩ぐらいの連中にあれこれと言っていると。．．（笑）「うる
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せ一俺に任せろ！」と言われて．．　（笑）。
柳川：でもやっぱり先生、全体をどういうふうに組み合わせて作るかとい
　　うのは誰かが統括しなければいけませんもんね。
平山：それはプロデューサーの役目ですから、私は大体リポーター兼団長
　　みたいなかたちで行動することが最初の10年くらいは多かったんで
　　すけれども、そこでも割合良いチームで後で皆懐かしがってくれま
　　すけれども、やっているうちにプロデューサーやカメラマンが「そ
　　れは俺の仕事ですから任せて下さい」というような．．．（笑）。
柳川：分かります、分かります。ただ先生のようなかたちである程度フル
　　コミットメントしていろいろと口出しをして．．。という方が全体の
　　映像の一貫性みたいなものもでてきますよね。要するにただ何かくっ
　　付き合わせたというようなことじゃなくてね。
平山：吉田直哉という『日本の素顔』を創った天才的プロデューサーがい
　　るんですけれど、私よりちょっと先輩なんですけれども、その方が
　　言っていたのは同行するカメラマンとの闘争だとかなんか言ってね。
　　　これはこう撮って下さいじゃなしに、カメラはカメラで考えながら
　　動いていて、そうするとカメラマンの想像もしていなかったような
　　　ことをコメントして被せていくのがその作品の緊張感を高めるなん
　　言って、それも1つの生き方だとおもいますよね。私みたいに1人
　　でもってカメラ回すというような1人支局長というときには予算も
　　なくて。最近は大きなカメラですぐどこでも顔出しの衛星中継とい
　　　う時には、カメラマンを雇うというのは当たり前になるんですけれ
　　　どもね、昔は映像ドキュメンタリーの方が主体のかたちでしたから
　　ね。立ち上がリリポート、スタンド・アップと言うんですけれども、
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それが私はあまり得意でもなかったし、嫌いだったんですよ。やっ
ぱり映像をもって語らしめるべきで、リポーターがやたらに画面に
顔を出してペラペラ喋るのは見苦しいと思ってましたんでね。私は
カメラの前じゃなしにカメラの後ろに行けと思って磯村さんの考え
方とは対立したこともあるんですけれども。磯村さんも含めてちょっ
と上の先輩たちが私にワガママ放題やりたいことを何でもやらせて
くれたということに非常に感謝していますね。
柳川：ただ、先生、ワガママ放題にやらせたときに番組のクオリティーと
　　　いうんですか、それが良くなければワガママはやっぱり通用しなく
　　なりますよね。当然、先生色々なことご自分でされて、色々たった
　　　1人でやったドキュメンタリーにしろある程度の実績を出されてい
　　　ると思うんですね、周りが納得するような。
平山：1つ私が誇りにしているのは、サダム・フセインに会ったなんてい
　　　うのは先程申し上げたような理由で、彼が外交に重点を置いていた
　　時期に日本の中曽根を呼ぶ前の地ならしで、だからNHKというの
　　はもっとも引き算をすれば出てくるんですよ。それよりもイランー
　　イラク戦争であれだけ4年問に渡ってペルシャ湾で1000隻のタンカー
　　が燃え上がって大勢の船員さんが日本人も含めて殉職しているわけ
　　です。あれを色々日本の報道機関が遭遇しながら誰も乗っていない
　　んですよ。私は2回乗っているんですよ、ペルシャ湾のタンカーに。
　　随分変わったことをする奴だなと思われたかもしれないけれど、そ
　　れは原点だと思うしね。ちょっとね、日本のメディアはリスクの取
　　　り方が臆病過ぎるような気がするんですね。もうちょっとやっぱり
　　体を張って危険を冒さないとならない。
柳川：ただ、先生、サイゴンの時にフリーのカメラマンで亡くなっておら
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れる方が乗っておられて、先生はその方にr命を大事にするんだよ」
というような話を何回もされていますよね。でも先生は距離の取り
方はあるのかもしれませんけれども、リスクを冒すという1点に於
いてはかなり同じ思考というと変ですけれども．．．。
平山：カメラマンとして行なっている一之瀬君、彼みたいな無鉄砲なリス
　　クは避けていますよ。もっともっとはるかに安全にね。
柳川：要するに当然計算されて準備されて安全性を考えてリスクを取られ
　　ていると思うんですけれども、それでもリスクを取られていく先生
　　の場合には勇気ですよね、それはどこに先生はあるとご自分では思
　　いますか？それは報道マンとして放送人としての誇りみたいなもの
　　　と考えて宜しいですか？
平山：そうですね。それとやはり基幹放送なんでBBCは何をやっている
　　　とか、BBCとかフランスとか、そういう世界の一流のところと伍
　　　して引けを取らない線でやるべきだと思っていますからね。そうで
　　すね、組織人として私のチームについて出て行くと周りが心配する
　　　というところがあってですね、リスクにさらされるんじゃないかと。
　　だけれどもそんなに危ないところには行かないしイランーイラク戦
　　争にせよ、最前線にいる兵隊だって特別に大作戦なんかをやらない
　　かぎりは、大体45日で前線の攻守とかは交代するんですよ。それで
　　死傷率が3％とか、5％とかそれぐらいですね、それを45日24時間
　　いての話なんです。我々がそこに取材に行って映像を撮って帰って
　　　くるのは、滞在時間で1時間ぐらいですから、その時に飛んできた
　　敵軍の砲弾が直撃するリスクというのは限りなく小さいでしょう。
　　そういう計算ですよね。
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柳川：そのときにですね、こんなこと伺って恐縮ですけれども、奥様とか
　　御家族とかおられますよね、そういう方が先生の報道の使命感と言
　　　うんですかね、ナショナル・フラッグではないですけれども、ナショ
　　　ナル・メディアですよね、そういうものを背負ってある種の使命感、
　　　責任感とあとは大きな好奇心とかで出て行くわけですよね。そうい
　　　うことについて非常に心配されるということは．．．？
平山：心配していてもしょうがないでしょう。うちのカミさんなんか随分
　　　理解してくれて、理解のある方だと思ってます。
柳川：それでこれは個人的な好みで申し訳ないんですけれども、これを拝
　　　見したときに先生、ブエノスアイレスなんかに突然行けと言われた
　　　ときに、突然求婚して奥様が1日でrハイ！」と言って後から来た
　　　という話が書いてあって．．．（笑）
平山：それで未だにカミさん腹を立てているんですよ（笑）。「なんだあの
　　　言い方は！」って．．．（笑）。
柳川：そうですか．
　　　すよね。
（笑）。それはそれまでにお付き合いはあったわけで
平山：ほとんど知っていますよ、向こうは。
柳川：そういうかたちで気心は知られていたわけですよね。
平山：女房の姉さんと友達で、それの妹だったからいいだろうと。
柳川：先生の気性とか性格とか色々なものを飲み込んで下さっているとい
　　　　　　　　　　　　　　一491一
柳川　高行
　　うことですよね。
平山：あと誕生日が一緒なんです。同じっても年は違いますよ。
柳川：そうですか、それは先生、ある種の運命の赤い糸ですね。
平山： （笑）
柳川：先生、ここだけの話で僕、うちの奥さんのお父さんの名前と僕の名
　　前一緒なんですよ。字も一緒なんですよ。すごいですよ、だから何
　　かあるのかなとか話しているんですけれどもね。先生そのときに変
　　な話ですけれども、生涯の伴侶を選ぶ時にはもう前々からお決めに
　　なっていたと考えて宜しいわけですね？
平山：いいや、そうじゃない．．．。
柳川：そうじゃない？！。
　　な感じですか？
やっぱり、その時突然ひらめいたというよう
平山：「どれくらいブエノスアイレスに行っているんだ？」と当時の報道
　　局長に聞いたら「2年ないし、10年だ」と言うんですね。10年行っ
　　て帰ってきたらもう40近くなっちゃうんで、これは困ったなと思っ
　　て．．。。
柳川：先生から見てですね、僕もこの大学にいて大学っていうのは本当に
　　好きなことやらせて頂いて僕なんか非常に幸せにやらせてもらって
　　いるんですよ。もう1回生まれてきてもまたこういう職業について、
　　またうちの奥さんもらって、子供もってというふうに思っているん
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ですけれども、先生ご自身はNHKを選ぶというときには比較的偶
然と言ったら変ですけれどもプレスの方、新聞の方を考えてNHK
に行ってますよね。そうすると先生の選択を見ていると必ずしも自
分がこれがどうしても．．．という感じじゃなくて、周りがそういう
状況になっていって一番最初に内定をくれたからとか、そういうか
たちでいってますけれども偶然で行っているように見えながら偶然
じゃない。
平山：ですから、私講演なんかに行って「色紙書いてくれ」と言われると
　　必ずバカの一つ覚えでそればかり書いちゃうんだけれども、r人間
　　万事塞翁が馬』、つまり私が行政に不向きで同期の奴らなんかでも
　　順調に行っている奴に比べると昇進が遅れていたんですけれども、
　　昇進していたらマネジメントポストに行っちゃって現場にいらんな
　　　いですよね。一番最後には結論的に言うと、定年の直前にパッと3
　　階級昇進して理事待遇になりましたんで、その到達点は10年間マネ
　　　ジメントばかりやっていた同期の出世組と同じになっちゃったわけ
　　　ですよ。だから連中に言わせると、r俺たちはやりたくもないこと
　　やってるのにお前は勝手なことばかりやっててズルイ、ズルイ。」
　　　なんて言われて、ズルイんじゃなくて運が良かったって言うかね．．．。
柳川：でも先生、先程からずっとラッキーだったという言葉を使いますよ
　　ね、運が良かった、運が良いという話をするときに運が良くなるよ
　　　うな要因があると思うんですよ。僕、経営者の方見ていても、それ
　　以外の人を見ていても。
平山：私の場合考えて見ると時々運が付いてきて、それから中だるみの時
　　期がずっと続いて、また運が付いて運が付いたときにそれを掴んで
　　　どどど一っと行け行けで行っちゃうというようなところはあります
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よね。
柳川：先生、その時、中だるみの時間というのがありますよね。中だるみ
　　の時間に先生はのんべんダラリンとしているわけじゃなくて、やっ
　　ぱりせっせ、せっせといろいろやっているわけですよね。なかなか
　　芽がすぐに運に結びつかないかもしれませんけれども。目の前のお
　　仕事はきちんとしていって、人脈を作られて様々なところに行って。
平山：私が賞をもらった寸前は湾岸危機、湾岸戦争なんですけれども、そ
　　の下敷きになっているのは、イラン革命以来、イランーイラク戦争
　　の8年問というのはイラン、イラクの現場を仔細に見ていますから
　　ね。
柳川：そういう中に、変な話ですけれど農業で言ったら土を改良して良い
　　土を作っていってという時期が長く続いていって、その後に種を蒔
　　いて、うわ一っと開く時期が来るというふうな感じにとらえていっ
　　て宜しいわけですよね。
平山：そうしたところで運が付いて来なければしょうがないわけですね。
　　諦めるしかないんで、幸運．．．というしかないんですね、結局はね。
　　昇進しないで現場にいたからチャンスに廻り合うことができたわけ
　　ですし、それから解説員になったばかりの頃で、50代半ばぐらいの
　　　ときに、解説員から大学の先生になる方が多くて私も出願して断ら
　　れたことがあって、そのまま大学に行っちゃってると90年、91年の
　　辺りは撮らなかったというふうにね。
柳川＝その時は出願して行けなかったけれど、それが却ってラッキーと結
　　びついたと。
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平山：ええ。ですから不運に見えていることは次の幸運のバネになる場合
　　　もあるし、そうかといって浮かれていたらば急転直下ということも
　　あるしね。その波のどこに自分がいるかというのはジタバタしても
　　　しょうがないところがあって、学生なんかにも言っているのは、やっ
　　ぱり「自分に幸運が吹いて、これがチャンスだと思った時には逃さ
　　ないでしっかり掴め」というふうにね。そういうことじゃないです
　　かね。
柳川1やっぱりNHKにはものすごく愛着がございますか？
平山：ありますね。やっぱり若いときはまだできたての報道機関ですから、
　　私は新聞記者になりたかったしね、大学の法学部にみどり会という
　　　自治会があるんですけれども、その新聞の編集長をやっていました
　　ね。新聞が本業だと思っていたんですね。それで当時はまだテレビ
　　時代ではなくてラジオですから、ラジオニュースで「です、ます」
　　で書くのも何となく今で言えば子供ニュース書いているような、何
　　　となく二流感を持っていたわけですけれども。テレビ時代になって
　　ですよこれは面白い、やっぱりメディアとしてはテレビは新聞抜き
　　　ましたからね。構成でも前に言った分析でもですね、そういう意味
　　でも上がまだ創世記、テレビニュースが形成されていくプロセスで
　　参画されてきた世代という、これも幸運だったと思うんですね。今、
　　若い人というのは上がつっかえて大変ですからね。
柳川：そうですね。先生ご自身は解説員というのをされているときに例え
　　ばいろんなことをされる時に、勉強というのはどういうふうになさ
　　れるんですか。私もちょっと見当が付かないんですけれども、イラ
　　　ンーイラク問題を解決するときに歴史的なこととか全部たどります
　　　よね。やっぱりこれは活字でやるんですか。NHKにある映像デー
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タみたいなものを勉強されるんですか。あるいは取材をされる、ど
ういうふうな割合になっているんですか。
平山：そうですね、だいたい実際に現地に行って昔「NHKスペシャル」
　　の前身の「NHK特集」というのがあって45分間のそれを随分創っ
　　ていて、そこで当時現地に出ている本も買ってくるし、買ってきた
　　本は私、今イスラエル、パレスチナ関係が多いんですけれどもだい
　　たい先生もそういうのおありになるかもしれませんけれども、索引
　　から見ているんですよ。全部頭から300ページ、400ページを通読す
　　ると時問がかかってこれは積んどいて索引から見ると。それから新
　　聞は割合丹念に読みますね。大体今でもその悪習というか、紙が溜
　　まっちゃって困るんですが、大体英米系の新聞で言うと、ニューヨー
　　ク・タイムズから、インターナショナル・ヘラルド・トリビューン
　　　とかね、ワシントン・ポスト、イギリスのタイム、それからジャパ
　　ン・タイムズ、その辺りは必ず読んでいるのと、それからあとはフ
　　ランスの新聞でル・モンドとリベラション、あとはニュース雑誌は
　　エコノミスト、ロンドンのエコノミストですね、タイム、ニューズ・
　　ウィーク、エコノミストについては一番中東について年季の入った
　　方が書いていて信頼性があると思います。それを日刊紙、週刊紙は
　　大体目を必ず通すということでしょうね。あとは、半年に2回ずつ
　　定点観測に行って人に会って本を買ってきて．．．そういうことの積
　　み重ねですね。あと勉強会を中東調査会という外務省の外郭団体で
　　すけれども、これで週1回集まってやっているのと、それからコス
　　モ石油の中に日本アラブ協会というのがあって、これが季刊、シー
　　ズンに1回の雑誌を出してそれの編集員で毎号書いておりますよ。
　　そんなことですかね。あとNHKも頻度は減ったけれど今回の騒ぎ
　　で2回ほど行っていますね。
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柳川：先生、私も新聞は英語までは中々手はでないんですけれども、日本
　　　の経済新聞から何から5種類取ってですね、経済週刊誌は5～6種
　　類取っていてそれから普通の種類の週刊誌も7種類買って読んでい
　　　るんです（笑）。沢山読んでおかないと現実社会についての感度が
　　鈍っちゃうんですね。ですから先生ほどではないけどやっぱり僕も
　　読んでいますね。家中に新聞・雑誌が溢れていて家族にしょっちゅ
　　　う怒られています。
平山：私、日本語のものは適当に数種類の新聞しか読まないんですけれど
　　　も、日本語のものを余り読まず本当に社会現象も白鴫の学生さんを
　　バカにしてられないぐらいに無知で．．．。
柳川：でも先生、そちらで国際関係のニュースの方にアンテナ張っていた
　　　ら、それは無理ですよ。私、だから自分の中でも国際経営とかあち
　　　ら側は全然見てませんから、もう国内の企業だけに絞って徹底的に
　　そこだけやるけど、それ以上はちょっと広げられないというのは分
　　かりますね。
平山：そうですね。外信のデスクをやっているときには、時間のシフトで
　　世界全体に目配りする責任がありますからね、何でも知っていなけ
　　ればいけない。あれ大変なんですよ、一晩で夜の11時から朝9時半
　　　まで10時間半の徹夜勤務なんですけれども、大体自分の目の前を通
　　　り過ぎていくのは英文換算で大体1000ページ、それを読み落とした
　　　ら全部自分の責任ですからね。今はやり方が変わってロイターのボ
　　　タンを押すとメニューが出て、これを知りたいというのを押すと中
　　味が出てくるというね．．．。見落としが少ないかたちになってます
　　　よね。ただそのときに諸般便利になってみると機械に振り回されちゃっ
　　　て、却って忙しくなって大変だなと思ってますよ、今の若い人には。
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柳川：でも先生1000ページというのは凄いですね。
平山：1000ページというのは、一晩で読む量なんですけれどもそれで本筋
　　と関係ないけれども、今でもやっていたとすれば面白い制度だと思
　　うのは、共同通信の入社試験で外国文というのはそういう長文を辞
　　書でも何でも使って宜しい、1時問なら1時間どれくらい行けるか、
　　そんなやさしいものを沢山読み通すという訓練は大学なんかも語学
　　でやった方が．．．。
柳川：いいと思いますね、僕は。ですから精読と速読と両方いると思いま
　　すよ。私も自分で経営学をやっていて、もの凄く先生のおっしゃっ
　　たように、摘み食いでバァーッと読まなくちゃいけないのがあるん
　　ですよ。片一方で繰り返し読む本が。それ両方できないとダメです
　　ね。とにかく量を沢山読めないと。
平山：そういう意味で言うと、洋書のしっかりした本というのは索引が非
　　常にいいですよね。索引から必要なところだけ拾い読みできるから
　　ね。
柳川：ですから、僕なんか大学院で学んでいた時には、最初から最後のペー
　　ジまで読めと教えて頂いたんですが、僕は自分ではそれは違うと思
　　うようになりました。これだけ本が出てると、とてもそういうふう
　　には読みきれませんから。本当にもう関心に応じてある章だけ読む
　　とかですね、それで、ある場合には、それで十分ではないかと思う
　　気がしますね、仕事やっていて。とにかく今、変化のスピードが早
　　いですから情報を追っかけているだけで大変ですからね。ですから
　　歴史をやっていると、また過去の歴史やっていると別でしょうけれ
　　ど、現代史、先生がやっていてこういうかたちでやっていると凄い
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もんですね。情報が錯綜して。
平山：現代史で話が飛びますけれど、歴史は逆に現代から前に繰り上がっ
　　てその前はどうだったとかいうことをどなたか提案されていたけれ
　　　ども、それは私は大賛成ですね。
柳川：私もそう思います。
平山：普通は古代史から始まって中世ぐらいで終っちゃったりしてね．．
　　　（笑）
柳川1そうです、そうです。現代から入った方がいいと思います。ですか
　　　ら僕なんか高等学校の時に織田信長の楽市・楽座とか習ったんです
　　　けれども、あれなんか考えてみれば今の規制緩和と一緒ですからね。
　　そういうことを昔にやったのはなぜか、その時は商人は結局は独占
　　体で、認可された人しかやれない営業の自由がなかったんだという
　　話の時代ですよね。あそこでボンと出してカネが集まるようにした
　　　のはどういうことなのかという話をしていくと、多分現代から照ら
　　　し合わせていったら面白いと思うんですね。ですから昔は寺銭と言
　　　うのがあって、寺が金貸しをやっていてその金貸しが事業になって
　　両替商が生まれてくるわけですからね。そういうことをやっていく
　　　と銀行のところに両替って書いてあってmoney　changerって書いて
　　　あるわけですね。あれがなんなのかっていうことをやっぱり学生に
　　は楽に教えていける気がするんですね。三井百貨店とか三井は両替
　　商ですからね。昔の銀行ですよと言う話をしてもね、面白いと思う
　　　んですよね。先生すいませんお疲れのとこと大変貴重なお話を頂い
　　て、これ私の方でテープを起こしまして先生に分からないところお
　　伺いしたいと思います。本日はお忙しい所誠に有難うございました。
一499一
柳　川　高　行
注記
　次の著作から多くのことを示唆され、インタビューに臨んだことを明記しておき
たい。
　大下英治、1992年、『NHK王国ニュースキャスターの戦場』、講談社、「海外特派
員の戦場一平山健太郎」、7－154ページ。
（付記）
　本稿は2001年12月13日（木曜日）に白鴎大学教員談話室に於いて行なわれたイン
タビューの全文である。
　本稿は2002年3月をもって定年退職される平山先生に対し深い尊敬の念を抱いて
いる柳川が、平山先生の歩まれた放送人人生を是非活字にしておきたいと考えたこ
とから生まれた。柳川が本稿に関与したいと考えたのには、上述の理由に加えもう
一つの理由がある。従来本学に於いては、定年でご退職される先生方にはrご退職
記念号」を作成し献呈することが通例であったが、本年度からそれを取り止める旨
の機関決定（経営学部論集委員会決定）が12月5日の教授会で報告され承認された。
私はこのような機関決定がなぜ今為されなければならないのか率直に語ることを許
して頂くならば、全く理解に苦しむことであり、ご退職される先生方に対して失礼
極まり無いことであると考えるものであるが、委員会決定は尊重されルール化され
るべきであることもまた事実なのであろう。
　私は事実上の何人かの先生方のご退職記念号であるべき本論集に、ご退職される
平山先生の放送人人生のスケッチを是非掲載したいと考えた。私の尊敬する大好き
な平山先生のご退職後の一層のご健勝とご活躍とを心よりご祈念申し上げます。
（2001年12月16日　柳川高行　記）
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